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天
草
、
最
南
端
の
小
さ
な
入
り
江
は
、
周
り
の
木
々
や
家
並
み
、
そ
し
て
空
の
雲
、

目
映
い
ば
か
り
の
青
が
映
し
出
さ
れ
る
静
か
な
海
面
を
湛
え
て
い
た
。

黒
光
り
す
る
瓦
と
板
壁
の
低
い
造
り
の
建
物
が
連
な
る
集
落
。

「
崎
津
天
主
堂
」
は
、
漁
業
を
営
む
人
達
の
中
に
ひ
っ
そ
り
と
あ
っ
た
。

車
二
，
三
台
が
駐
ま
る
と
一
杯
に
な
っ
て
し
ま
う
空
き
地
か
ら
歩
を
進
め
る
と
、
屋

根
に
十
字
架
を
乗
せ
て
い
る
こ
と
以
外
は
何
の
誇
張
も
変
哲
も
な
い
白
い
教
会
が
、
住

む
人
達
の
家
々
に
守
ら
れ
る
よ
う
に
在
っ
た
。

誰
か
が
迎
え
て
く
れ
た
訳
で
は
な
い
。
小
さ
な
庭
は
箒
の
あ
と
が
残
り
、
時
季
の
草

花
が
整
然
と
咲
い
て
い
る
。
引
き
手
の
ド
ア
を
開
け
、
建
屋
の
中
に
身
を
移
す
と
、
拭

き
清
め
ら
れ
た
木
の
長
椅
子
と
長
机
、
塵
一
つ
な
い
板
張
り
の
床
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

を
通
し
て
の
陽
の
光
が
、
部
屋
の
中
を
清
明
に
、
そ
し
て
静
け
さ
と
温
か
さ
を
も
醸
し

出
し
て
い
る
。
そ
の
場
所
は
、「
静
謐
」
そ
の
も
の
。
静
か
で
、
穏
や
か
で
、
優
し
く
て
、

さ
さ
く
れ
立
っ
た
心
を
シ
ッ
ト
リ
と
修
め
て
く
れ
る
よ
う
に
感
じ
る
。

初
め
て
訪
れ
た
者
の
心
を
和
ま
せ
、
落
ち
着
か
せ
る
の
は
何
故
か
。

其
処
は
、
何
処
に
住
み
、
何
を
し
て
生
き
て
い
る
か
、
何
を
信
じ
、
今
ま
で
何
を
し

て
き
た
か
な
ど
、
一
切
を
問
わ
ず
、
訪
れ
た
人
の
全
て
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
か
ら
で

　

公
益
財
団
法
人 

群
馬
県
教
育
文
化
事
業
団
理
事
長　
　

福　

島　

金　

夫

巻
頭
言

あ
ろ
う
か
。
は
た
ま
た
、
其
処
に
住
ん
で
い
た
人
、
そ
し
て
今
、
其
処
に
住
ん
で
い
る

人
達
が
創
り
上
げ
て
き
た
「
許
容
の
空
間
」
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
こ
そ
が
そ
の
地
の
生
活
文
化
と
思
う
。
人
が
身
を
寄
せ
合
い
、
生
き
る
糧
を
得

な
が
ら
安
寧
の
場
を
求
め
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
と
し
て
、
生
き
存
え
て
き
た
知
恵

と
工
夫
の
結
果
が
「
許
す
文
化
」
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
う
。

彼
の
地
の
人
達
も
、
救
世
主
「
天
草
四
郎
時
貞
」
を
慕
い
、
天
下
国
家
を
相
手
に
、

島
原
「
原
城
」
に
籠
も
り
鮮
烈
な
挑
戦
を
し
た
と
聞
く
と
、
人
の
生
き
る
様
は
、
時
の

流
れ
、
周
囲
の
人
々
、
情
況
に
翻
弄
さ
れ
る
、
大
海
の
中
の
小
舟
の
よ
う
な
「
必
死
な

姿
」
の
よ
う
に
思
え
る

人
の
命
は
儚
い
。
人
一
人
ひ
と
り
の
力
は
決
し
て
大
き
く
は
な
い
。
し
か
し
、
人
間

が
青
い
星
の
上
で
生
き
続
け
、
永
い
歴
史
を
刻
む
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
集
団
を
創
り
、

社
会
を
形
成
し
、
様
々
な
能
力
を
集
め
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
社
会
の
た
め
懸

命
に
働
く
こ
と
に
加
え
、
僅
か
な
余
裕
の
中
で
、
一
緒
に
生
き
る
こ
と
の
楽
し
さ
喜
び

を
感
じ
る
た
め
の
所
作
を
惜
し
み
な
く
続
け
て
き
た
結
果
で
は
な
い
か
と
も
思
え
る
。

文
化
と
は
人
の
心
の
営
み
。
同
じ
時
間
・
生
活
空
間
を
共
に
生
き
て
い
る
こ
と
の
喜

び
、
楽
し
さ
を
感
じ
合
う
「
心
の
紬
合
い
」
と
思
う
。

文
化
の
源
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ぐんま

「
広
瀬
川
白
く
流
れ
た
り

　
　
時
さ
れ
ば
み
な
幻
想
は
消
え
ゆ
か
ん
。（
以
下
略
）」

と
、
萩
原
朔
太
郎
が
詩
に
う
た
っ
た
広
瀬
川
。
今
も
、
そ

の
流
れ
は
多
く
の
市
民
に
親
し
ま
れ
、癒
し
を
与
え
て
い
る
。

平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
九
月
、
こ
の
河
畔
に
「
水
と
緑

と
詩
の
ま
ち　

前
橋
文
学
館
」
が
誕
生
し
た
。
館
名
の
前
に

副
題
と
し
て
「
萩
原
朔
太
郎
記
念
」
の
文
言
が
添
え
ら
れ
、

こ
こ
が
わ
が
国
の
口
語
自
由
詩
を
確
立
し
た
詩
人
、
萩
原
朔

太
郎
を
中
心
と
し
た
文
学
館
で
あ
る
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
。

同
館
の
萩
原
朔
太
郎
資
料
の
多
く
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て

朔
太
郎
研
究
の
拠
点
で
も
あ
っ
た
前
橋
市
立
図
書
館
か
ら
文

学
館
開
館
に
あ
た
り
移
管
さ
れ
た
も
の
。そ
の
意
味
か
ら
も
、

ま
さ
に
こ
こ
は
全
国
の
朔
太
郎
フ
ァ
ン
、研
究
者
に
と
っ
て
、

待
望
の
施
設
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
期
待
も
大
き
い
。

平
成
六
年
度
か
ら
昨
年
度
ま
で
の
年
度
平
均
の
入
館
者
は

三
万
人
を
超
す
と
い
う
。

◇ 
館
名
め
ぐ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

館
名
決
定
の
経
緯
に
つ
い
て
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
か

つ
て
、
私
が
前
橋
市
政
担
当
記
者
の
時
代
、
開
館
を
前
に
し

た
市
議
会
で
、
文
学
館
の
名
前
に
つ
い
て
多
彩
な
意
見
が
飛

び
交
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。
当
時
、
膨
大
な
朔
太
郎

資
料
を
核
と
し
た
文
学
館
だ
け
に
、「
萩
原
朔
太
郎
の
名
が

付
い
た
文
学
館
に
」
の
声
が
早
く
か
ら
上
が
っ
て
い
た
。
だ

が
、
開
館
が
現
実
の
も
の
と
な
る
と
「
前
橋
に
は
朔
太
郎
以

外
に
も
文
学
者
は
数
多
く
い
る
前
橋
文
学
館
で
よ
い
の
で

は
」「
朔
太
郎
だ
け
の
文
学
館
で
は
な
い
の
で
は
」
な
ど
の

声
が
出
た
の
だ
。

結
果
的
に
は
、
単
な
る
「
前
橋
文
学
館
」
で
は
な
く
、「
水

と
緑
と
詩
の
ま
ち
」
が
付
い
た
「
水
と
緑
と
詩
の
ま
ち　

前

橋
文
学
館
」
が
正
式
館
名
と
な
っ
た
。
同
館
に
関
す
る
条
例

に
よ
る
と
、
名
称
の
く
だ
り
に
は
「（
注
）
萩
原
朔
太
郎
記

念
と
い
う
副
題
を
添
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
る
。
当
時

の
担
当
者
の
苦
労
が
し
の
ば
れ
る
注
記
だ
。

◇ 

朔
太
郎
を
中
心
に

館
名
の
経
緯
は
別
と
し
て
、
同
館
と
萩
原
朔
太
郎
は
密
接

な
関
係
だ
。
館
周
辺
の
散
策
路
沿
い
に
は
市
制
百
周
年
を
機

に
制
定
さ
れ
た
萩
原
朔
太
郎
賞
の
受
賞
者
詩
碑
が
並
び
、
文

学
館
正
面
に
は
広
瀬
川
に
架
か
る
幅
広
の
朔
太
郎
橋
も
設
け

ら
れ
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
の
ス
テ
ー
ジ
に
も
な
っ
て
い
る
。

こ
の
橋
に
は
、
朔
太
郎
と
交
流
の
あ
っ
た
詩
人
・
北
原
白
秋

ら
の
銘
板
も
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
橋
の
た
も
と
に
は
、

思
い
に
ふ
け
る
よ
う
な
ポ
ー
ズ
の
朔
太
郎
像
（
ブ
ロ
ン
ズ
）

が
立
ち
、ま
さ
に
、入
館
前
か
ら
朔
太
郎
を
意
識
さ
せ
ら
れ
る
。

◇ 

多
彩
な
展
示
空
間

文
学
館
の
建
物
は
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
に
隣
接
す
る
細
長

い
四
階
建
て
。
遠
来
の
朔
太
郎
フ
ァ
ン
の
中
に
は
、
記
念
館

の
あ
る
敷
島
公
園
周
辺
に
あ
る
も
の
と
思
い
込
ん
で
訪
ね
る

③「水と緑と詩のまち　前橋文学館」

前橋市中心部を流れる広瀬川。市街地にありながら水量も多く、四季折々に美しい景観を演出、河畔の
遊歩道を散策する市民も目立つ。前橋が生んだ詩人、萩原朔太郎（1886–1942）の膨大な資料を核に、前
橋ゆかりの文学者の資料などを展示・収集、研究する「水と緑と詩のまち　前橋文学館」はこの川沿いに
ある。来年、開館 20周年となる同館を訪ねた。

桑原高良

膨大な朔太郎資料を核に
広瀬川沿いの〝文学空間〟

思いにふけるような朔太郎像
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人
も
い
て
、
市
街
地
に
あ
る
こ
と
に
驚
く
と
い
う
。

半
円
形
の
自
動
ド
ア
か
ら
館
内
に
入
る
。
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

は
、
吹
き
抜
け
で
、
狭
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
。
入
っ
て
右
側

に
企
画
展
示
室
、
そ
の
隣
に
映
像
で
前
橋
の
文
化
な
ど
に
つ

い
て
学
べ
る
映
像
展
示
室
が
並
ぶ
。
受
付
脇
に
あ
る
文
学
館

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
企
画
展
図
録
、
書
籍
、
記
念
グ
ッ
ズ
な
ど

が
手
に
入
る
。
朔
太
郎
の
詩
稿
（
複
製
）
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
に

も
最
適
だ
。

メ
ー
ン
の
展
示
空
間
は
二
階
に
あ
る
。
口
語
自
由
詩
の
確

立
者
と
し
て
日
本
の
文
学
史
上
に
大
き
な
足
跡
を
残
す
萩
原

朔
太
郎
の
全
体
像
を
紹
介
す
る
の
が
「
朔
太
郎
展
示
室
」。

分
か
り
や
す
い
展
示
で
、
時
代
を
追
っ
て
朔
太
郎
の
足
跡
や

業
績
を
紹
介
し
て
い
る
ほ
か
、
愛
用
の
品
々
も
来
場
者
の
目

を
引
い
て
い
る
。

こ
こ
の
一
区
画
で
は
、
朔
太
郎
の
詩
を
映
像
と
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
楽
し
む
こ
と
も
で
き
る
。
そ
の
中
に
は
、
朔
太
郎

自
身
に
よ
る
朗
読
も
含
ま
れ
て
い
る
。

前
橋
ゆ
か
り
の
文
学
者
ら
の
業
績
な
ど
を
紹
介
す
る
「
近

代
文
学
展
示
室
」
も
こ
の
階
に
あ
る
。
山
村
暮
鳥
、
萩
原
恭

次
郎
、
高
橋
元
吉
、
草
野
心
平
、
伊
藤
信
吉
ら
の
コ
ー
ナ
ー

が
並
ぶ
。「
前
橋
文
学
館
」
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
前
橋
の
文

学
人
脈
だ
。

◇ 

総
合
芸
術
ス
ペ
ー
ス

三
階
に
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
講
演
会
、
映
画
上
映
な
ど
が

行
う
こ
と
の
で
き
る
ホ
ー
ル
と
企
画
展
や
市
民
展
示
な
ど
が

行
わ
れ
る
オ
ー
プ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
あ
る
。

ホ
ー
ル
は
、
萩
原
朔
太
郎
賞
関
連
の
催
し
や
文
学
館
主
催

の
講
演
会
な
ど
の
ほ
か
、
市
民
に
よ
る
音
楽
会
、
朗
読
会

な
ど
多
彩
に
使
わ
れ

る
。そ
の
意
味
で
は
、

文
学
館
の
存
在
を

多
く
の
人
た
ち
に
知

ら
せ
る
役
割
も
担
っ

て
い
る
。
オ
ー
プ
ン

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
九

月
九
日
ま
で
第
十
九

回
萩
原
朔
太
郎
賞
受

賞
者
、
福
間
健
二
さ

ん
の
展
覧
会
が
開
か

れ
て
い
る
。

◇ 

閲
覧
室
や
研
修
室
も

最
上
階
の
四
階
は
、
朔
太
郎
関
連

資
料
や
前
橋
ゆ
か
り
の
文
学
者
資
料

を
閲
覧
で
き
る
部
屋
と
講
座
や
会
議

に
使
え
る
研
修
室
が
あ
る
。
閲
覧
室

は
学
生
や
研
究
者
に
、
研
修
室
は
会

議
や
前
橋
文
学
館
友
の
会
関
係
者
の

自
主
学
習
の
場
な
ど
に
も
利
用
さ
れ

て
い
る
。

ホ
ー
ル
・
研
修
室
の
利
用
者
は
年
平
均
で
一
万
二
千
人
に

も
達
し
て
い
る
と
い
う
。

◇ 

資
料
収
集
と
企
画

同
館
で
は
、
朔
太
郎
を
中
心
と
し
た
前
橋
ゆ
か
り
の
文
学

者
の
資
料
整
理
・
収
集
と
展
示
、

さ
ら
に
は
次
代
を
担
う
児
童
・
生

徒
を
対
象
に
し
た
企
画
な
ど
多

彩
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
学
芸
員

の
津
島
千
絵
さ
ん
は
「
さ
ら
に
新

た
な
資
料
も
収
集
し
、
次
世
代
に

こ
の
貴
重
な
文
学
遺
産
を
引
き

継
い
で
い
き
た
い
。
こ
れ
ら
の
資

料
を
活
用
し
作
家
や
作
品
世
界

を
分
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
展

示
に
も
取
り
組
み
た
い
」
と
語

る
。
開
館
か
ら
間
も
な
く
二
十

年
、
文
学
館
と
い
う
地
味
な
施
設

が
ど
う
変
貌
を
遂
げ
て
い
く
の

か
、
見
届
け
た
く
な
っ
た
。

萩原朔太郎記念「水と緑と詩のまち　前橋文学館」
前橋市千代田町 3 丁目 12-10

☎ 027・235・8011　Fax 027･235･8512
開館時間：午前 9 時 30 分～午後 5 時
　　　　　（ホール、オープンギャラリー、研修室は午後 9 時まで）
休 館 日：月曜日、年末年始
常設展示観覧料：一般・大学生 100 円、高校生以下無料。
　　　　　　　　企画展は別料金。

2 階には朔太郎展示室が

1階の企画展示室

朔太郎愛用ギター

ホール内では多彩な催しが

資料閲覧室内部
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―
水
と
緑
と
詩
の
ま
ち
の
文
化
拠
点
、
前
橋
文
学
館
の
館
長

と
し
て
の
抱
負
を
。

生
方　

私
は
、二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年
の
四
月
、「
水

と
緑
と
詩
の
ま
ち　

前
橋
文
学
館
」
の
第
10
代
目
の
館
長
と

し
て
、
就
任
し
ま
し
た
。

当
館
は
、
一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
九
月
に
開
館
、
来
年

に
は
二
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
開
館
以
来
、
歴
代
の
館
長
を

は
じ
め
、
多
く
の
皆
様
の
ご
努
力
に
よ
っ
て
、
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

ご
存
知
の
よ
う
に
、
当
館
は
、
口
語
自
由
詩
の
確
立
者
と

し
て
、
日
本
の
近
代
詩
史
に
比
類
な
い
足
跡
を
残
し
た
前
橋

生
ま
れ
の
詩
人
・
萩
原
朔
太
郎
を
中
心
に
、
前
橋
ゆ
か
り
の

文
学
、
文
学
者
を
紹
介
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
関
係
し
た
企

画
を
中
心
に
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
蓄
積
さ
れ
た
経
験
を
継
承
し
、
市
民
の
声
を

反
映
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
新
た
な
事
業
展
開
を
模
索
し
、
多

く
の
市
民
や
来
館
者
に
愛
さ
れ
る
文
学
館
と
な
る
よ
う
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
、努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
現
代
に
お
け
る
文
学
館
の
役
割
と
は
。

生
方　

文
学
館
の
基
本
的
な
役
割
は
、「
資
料
の
収
集
・

整
理
・
保
存
、
そ
し
て
、
研
究
者
等
の
閲
覧
に
供
す
る
こ

と
に
あ
る
」
と
さ
れ

ま
す
が
、
当
館
も
含

め
、
現
代
の
文
学
館

の
多
く
は
、
収
蔵
品

を
で
き
る
だ
け
広
く

公
開
、
展
示
し
、
多

ま
た
、
整
備
を
さ
れ
た
広
瀬
川
河
畔
の
遊
歩
道
に
は
、

萩
原
朔
太
郎

賞
受
賞
者
の

詩
碑
等
も
あ

り
、
こ
れ
ら

を
見
な
が

ら
の
散
策

も
「
詩
の
ま

ち
前
橋
」
に

ふ
さ
わ
し
い

〝
お
す
す
め

ス
ポ
ッ
ト
〟

で
す
。桑　原　高　良

（くわばら　たかよし）

群馬ペンクラブ会員、群馬県文学会議会員。
1950 年生まれ。74 年に上毛新聞社入社。藤岡支

局長、前橋支局長、編集局文化生活部長、出版局
次長、文化情報誌「上州風」編集長、編集局次長
などを経て太田支社長。館林シャトルおよび高崎
タカタイの編集長。2011 年 3 月退職。現在、中央
カレッジグループ学園新聞編集長。著書に『二足
の草鞋と本音人生―聞き書き大川栄二』『わがここ
ろ　語る上州人　塩原友子』『初代コロムビア・ロー
ズ物語―人生は歌とともに』（いずれも上毛新聞社
刊）。

く
の
来
館
者
を
求
め
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
数
多
く
の
展
覧
会
な
ど
を
企
画
し
て
、
そ

の
存
在
感
、
価
値
観
を
認
め
て
も
ら
う
た
め
の
、
さ
ま
ざ
ま

な
努
力
を
し
て
い
る
の
が
、
現
状
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
現
在
の
時
代
の
流
れ
と
言
う
か
、

厳
し
い
社
会
環
境
の
中
で
は
、や
む
を
え
な
い
手
段
で
あ
り
、

必
要
な
対
応
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
、そ
の
こ
と
に
よ
り
、

一
部
の
愛
好
家
だ
け
で
は
無
く
、
文
化
、
文
学
を
子
供
か
ら

高
齢
者
ま
で
、
幅
広
く
多
く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
次

世
代
に
継
承
し
て
行
く
役
割
を
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

―
今
後
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
く
の
か
。

生
方　
「
多
く
の
市
民
に
愛
さ
れ
る
文
学
館
を
目
指
し
た

い
」
と
い
う
の
が
率
直
な
思
い
で
す
。

当
館
は
、
萩
原
朔
太
郎
関
連
の
一
級
資
料
を
多
数
所
蔵
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
朔
太
郎
と
前
橋
ゆ
か
り
の
文
学
や
文
学

者
の
資
料
収
集
・
整
理
・
保
存
、
展
示
・
公
開
を
基
本
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

文
学
館
が
市
民
に
と
っ
て
、
訪
れ
や
す
い
施
設
と
な
る
た

め
に
、
職
員
の
対
応
は
も
ち
ろ
ん
、
文
学
資
料
の
展
示
内
容

や
方
法
、
講
演
会
や
講
座
、
さ
ら
に
は
イ
ベ
ン
ト
等
の
企
画

を
充
実
さ
せ
、
市
民
文
化
の
振
興
拠
点
と
し
て
の
役
割
が
果

た
せ
る
よ
う
、
他
の
芸
術
文
化
施
設
等
と
連
携
を
図
り
、
多

く
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
文
学
館
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

◎ 

館
長
の
お
気
に
入
り
ポ
イ
ン
ト

文
学
館
の
前
に
架
か
る
朔
太
郎
橋
か
ら
眺
め
た
四
月
上
旬

の
広
瀬
川
を
覆
う
満
開
の
桜
は
見
事
＝
写
真
。
特
に
、
夜
に

な
る
と
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
桜
と
広
瀬
川
の
流
れ
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
は
最
高
で
す
。

生
方
勇
二
館
長
に
聞
く

「
愛
さ
れ
る
文
学
館
に
」

生方勇二館長
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一
九
五
一
年
生
。
学
習
院
大
学
大
学
院
人
文

科
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
博
士
課
程
修
了
。

同
大
学
助
手
を
経
て
、
一
九
八
五
年
群
馬
県
立
女
子
大
学
文
学
部
専

任
講
師
。
現
在
は
同
大
学
教
授
。
専
門
は
上
代
文
学
。
主
な
著
書
に

『
続
日
本
紀
宣
命　

校
本
・
総
索
引
』『
群
馬
の
万
葉
歌
』
な
ど
。

北き
た 

川が
わ 

和か
ず 

秀ひ
で

今
回
は
「
安
蘇
」
と
い
う
地
名
を
含
む
歌
二
首
と
、
そ
の
う
ち
一
首
と
の
関
連
で
つ
る
性

植
物
を
う
た
っ
た
歌
一
首
を
取
り
上
げ
る
。
次
の
三
首
で
あ
る
。

◎
上か

み
つ

毛け

野の

安あ

そ蘇
の
真ま

そ麻
群む
ら

か
き
抱む
だ

き
寝ぬ

れ
ど
飽
か
ぬ
を
何あ

ど
か
吾あ

が
せ
む
（
三
四
〇
四
）

◎
上
毛
野
安あ

そ蘇
山や
ま
つ
づ
ら葛

野
を
広
み
延は

ひ
に
し
も
の
を
あ
ぜ
か
絶
え
せ
む
（
三
四
三
四
）

◎
上
毛
野
久く

ろ

ほ
路
保
の
嶺ね

ろ
の
葛く
ず
は葉
が
た
愛か
な

し
け
子
ら
に
い
や
離ざ
か

り
来く

も
（
三
四
一
二
）

一
、「
安
蘇
の
真
麻
群
」
の
歌
に
つ
い
て

上
毛
野
安あ

そ蘇
の
真ま

そ麻
群む
ら

か
き
抱む
だ

き
寝ぬ

れ
ど
飽
か
ぬ
を
何あ

ど
か
吾あ

が
せ
む
（
三
四
〇
四
）

可か

み

つ

け

の

美
都
気
努　

安あ

そ

の

ま

そ

む

ら

蘇
能
麻
素
武
良　

可か

き

む

だ

き

伎
武
太
伎　

奴ぬ

れ

ど

あ

か

ぬ

を

礼
杼
安
加
奴
乎

安あ

ど

か

あ

が

せ

む

杼
加
安
我
世
牟

（
上
野
国
の
安
蘇
の
麻
の
束
を
抱
き
か
か
え
る
よ
う
に
）
あ
な
た
を
抱
き
締
め
て
寝
て

も
、
そ
れ
で
も
な
お
満
足
で
き
な
い
気
持
を
い
っ
た
い
私
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。

「
安
蘇
」
は
地
名
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
場
所
に
つ
い
て
は
桐
生
市
の
栃
木
県
境
付
近
と
す

る
説
と
、
富
岡
市
内
と
す
る
説
と
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
三
節
で
述
べ
る
。「
真ま

そ麻
」

の
「
ま
」
は
美
称
の
接
頭
語
。「
そ
」
は
麻
で
、
複
合
語
の
中
に
だ
け
現
れ
、
単
独
で
は
用

い
ら
れ
な
い
。「
上
毛
野
安
蘇
の
真
麻
群
」
ま
で
は
「
か
き
抱
き
」
を
導
く
た
め
の
序
。
麻

は
細
長
く
伸
び
て
三
メ
ー
ト
ル
以
上
に
も
達
す
る
た
め
、
倒
れ
な
い
よ
う
に
密
植
す
る
。
そ

の
密
植
し
た
麻
を
収
穫
す
る
時
、
抱
き
か
か
え
て
根
こ
そ
ぎ
引
き
抜
く
こ
と
か
ら
、「
か
き

抱
き
」
を
導
く
と
さ
れ
る
。「
か
き
抱
き
」
を
言
う
た
め
の
序
詞
と
し
て
麻
の
束
を
も
っ
て

き
た
と
こ
ろ
は
生
活
と
密
着
し
て
い
る
。

麻
は
東
歌
で
最
も
多
く
う
た
わ
れ
て
い
る
植
物
で
あ
る
。
近
代
ま
で
広
く
栽
培
さ
れ
て
い

た
が
、
化
学
繊
維
の
普
及
に
伴
い
、
衰
退
し
た
。
今
日
、
群
馬
県
内
で
は
、「
岩
島
麻
」
の

産
地
で
あ
る
東
吾
妻
町
三
島
が
唯
一
の
栽
培
地
と
し
て
残
る
の
み
と
な
っ
た
。
東
歌
で
は
、

麻
の
他
に
、
柳
、
稲
、
菅
、
お
け
ら
、
松
な
ど
、
生
活
に
身
近
な
植
物
が
多
く
よ
ま
れ
て
い

る
。
一
方
、
万
葉
集
全
体
で
多
く
よ
ま
れ
て
い
る
植
物
は
、
萩
、
梅
、
橘
、
菅
、
松
、
葦
、
茅
、

柳
、
藤
、
桜
な
ど
で
あ
り
、
東
歌
の
様
相
は
そ
れ
と
は
だ
い
ぶ
相
違
し
て
い
る
。

「
あ
ど
か
」
は
「
何な
ど

か
」
と
同
じ
。「
あ
ど
」
は
東
国
方
言
で
、
万
葉
集
で
は
東
歌
に
の
み

七
例
見
え
る
。
内
訳
は
、
武
蔵
・
常
陸
・
上
野
各
一
例
、
国
名
不
明
四
例
で
あ
る
。
東
国
の

中
で
も
、
特
に
関
東
地
方
で
用
い
ら
れ
た
語
形
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
ら
の
中
に
、
性
愛
に
対

す
る
激
し
い
心
情
を
率
直
か
つ
大
胆
に
表
現
し
て
い
る
点
で
「
安
蘇
の
真
麻
群
」
の
歌
と
通

う
歌
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
参
考
の
た
め
に
示
す
。

①
高こ

麗ま

錦に
し
き

紐
解
き
放さ

け
て
寝ぬ

る
が
上へ

に
何あ

ど
せ
ろ
と
か
も
あ
や
に
愛か
な

し
き

（
三
四
六
五
）
未
勘
国

（
紐
を
解
き
放
っ
て
共
寝
を
し
て
い
る
の
に
、
こ
の
上
一
体
ど
う
し
ろ
と
い
う
の
か
、

な
ん
と
も
い
と
し
い
こ
と
よ
）

②
子こ
も
ち
や
ま

持
山
若わ
か
か
へ
る
で

鶏
冠
木
の
黄も

み葉
つ
ま
で
寝
も
と
吾わ

は
思も

ふ
汝な

は
何あ

ど
か
思も

ふ

（
三
四
九
四
）
未
勘
国

（
子
持
山
の
若
い
カ
エ
デ
の
葉
が
秋
に
な
っ
て
色
づ
く
ま
で
、
あ
な
た
と
共
寝
を
し
て

い
た
い
と
私
は
思
う
。
あ
な
た
は
ど
う
思
う
？
）
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こ
の
二
首
の
う
ち
、
特
に
①
の
歌
は
「
安
蘇
の
真
麻
群
」
の
歌
と
全
く
同
趣
旨
と
言
っ
て

差
し
支
え
な
か
ろ
う
。

「
安
蘇
の
真
麻
群
」
の
歌
の
初
句
・
二
句
を
序
詞
と
見
な
い
説
も
あ
る
。
そ
の
場
合
の
解

釈
は
「
上
野
国
の
安
蘇
の
麻
の
束
を
抱
き
か
か
え
て
寝
て
も
、
そ
れ
で
も
満
足
で
き
な
い
気

持
を
い
っ
た
い
私
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
」
と
な
る
。
麻
の
束
を
抱
き
か
か
え
て
寝
て
も

満
足
で
き
な
い
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
し
、
さ
ら
に
①
の
例
を
参
考
に
考
え
れ
ば
、
こ
の
歌
の

作
者
が
抱
き
か
か
え
て
い
る
の
は
麻
の
束
で
は
な
く
、
や
は
り
生
身
の
人
間
と
見
た
い
。

二
、「
安
蘇
山
葛
」
の
歌
に
つ
い
て

上
毛
野
安
蘇
山や
ま
つ
づ
ら葛
野
を
広
み
延は

ひ
に
し
も
の
を
あ
ぜ
か
絶
え
せ
む
（
三
四
三
四
）

可か

み

つ

け

の

美
都
家
野　

安あ

そ

や

ま

つ

づ

ら

蘇
夜
麻
都
豆
良　

野の

を

ひ

ろ

み

乎
比
呂
美　

波は

ひ

に

し

も

の

を

比
尓
思
物
能
乎

安あ

ぜ

か

た

え

せ

む

是
加
多
延
世
武

上
野
国
の
安
蘇
の
山
の
つ
る
草
は
、
野
が
広
い
の
を
幸
い
に
遠
く
ま
で
這
い
延
び
て
ゆ

く
。
こ
ん
な
に
這
い
延
び
た
も
の
が
ど
う
し
て
途
中
で
絶
え
た
り
し
よ
う
か
（
二
人
の

仲
も
ず
っ
と
続
い
て
き
た
の
だ
か
ら
、
ど
う
し
て
そ
れ
が
途
中
で
絶
え
た
り
し
よ
う

か
）。

「
つ
づ
ら
」
は
つ
る
草
。「
つ
る
」
の
母
音
交
替
形
「
つ
ら
」
と
関
連
す
る
語
と
考
え
ら
れ

る
。
万
葉
集
で
「
つ
づ
ら
」
を
よ
ん
だ
歌
は
二
首
の
み
。
も
う
一
首
は
次
の
歌
で
あ
る
。

①
駿
河
の
海
磯お
し

辺へ

に
生お

ふ
る
浜
つ
づ
ら
汝い
ま
しを
た
の
み
母
に
違た
が

ひ
ぬ
（
三
三
五
九
）
駿
河

（
駿
河
の
海
岸
の
磯
辺
に
生
え
て
い
る
浜
の
つ
る
草
の
よ
う
に
、
あ
な
た
を
頼
り
に
し

て
母
と
仲
違
い
を
し
て
し
ま
っ
た
）《
浜
の
つ
る
草
は
長
く
て
絶
え
な
い
意
で「
た
の
み
」

に
か
か
る
》

一
方
は
山
の
つ
づ
ら
、
他
方
は
浜
の
つ
づ
ら
を
よ
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
山
野
・

海
岸
に
生
え
る
つ
る
性
の
植
物
一
般
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ど
ち
ら
も
、
広
々
と
し
た

場
所
で
長
く
延
び
て
ゆ
く
も
の
と
し
て
よ
ま
れ
て
い
る
。

「
あ
ぜ
」
は
「
何な

ぜ故
」
と
同
じ
で
、万
葉
集
で
は
東
歌
に
の
み
八
例
見
え
る
。
内
訳
は
相
模
・

上
野
各
一
例
で
、
他
の
六
例
は
国
名
不
明
。
国
名
不
明
が
多
く
明
確
で
は
な
い
が
、
前
節
で

触
れ
た
「
あ
ど
」
の
場
合
と
合
わ
せ
考
え
る
と
、「
あ
ど
」
も
「
あ
ぜ
」
も
関
東
方
言
の
可

能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
あ
ぜ
か
」
は
「
何な
ぜ

か
」。「
絶
え
せ
」
は
サ
変
動
詞
「
絶

え
す
」（「
絶
ゆ
」
の
名
詞
形
「
絶
え
」
に
サ
変
動
詞
「
す
」
が
複
合
し
た
も
の
）
の
未
然
形
。

「
ど
う
し
て
絶
え
よ
う
か
、
絶
え
は
し
な
い
」。「
あ
ぜ
」
八
例
の
う
ち
、「
安
蘇
山
葛
」
の
歌

と
同
じ
く
「
あ
ぜ
か
〜
む
」
と
い
う
形
を
取
る
も
の
に
次
の
歌
が
あ
る
。

②
足あ
し

柄が
り

の
崖ま
ま

の
小
菅
の
菅す
が

枕ま
く
らあ

ぜ
か
巻
か
さ
む
子
ろ
せ
手た

枕ま
く
ら

　
　
　
（
三
三
六
九
）
相
模

（
足
柄
の
崖
に
生
え
て
い
る
小
菅
で
作
っ
た
菅
枕
を
あ
な
た
は
な
ぜ
し
て
い
る
の
か
。

私
の
手
枕
を
し
な
さ
い
）

③
人
妻
と
あ
ぜ
か
其そ

を
い
は
む
然し
か

ら
ば
か
隣
の
衣き
ぬ

を
借
り
て
着
な
は
も

（
三
四
七
二
）
未
勘
国

（
人
妻
だ
か
ら
い
け
な
い
と
、
ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
を
言
う
の
か
。
そ
れ
な
ら
、
隣

の
家
の
人
の
着
物
を
借
り
て
着
な
い
と
で
も
い
う
の
か
）

④
夕
さ
れ
ば
み
山
を
去
ら
ぬ
布に
の

雲ぐ
も

の
あ
ぜ
か
絶
え
む
と
言
ひ
し
子
ろ
ば
も

（
三
五
一
三
）
未
勘
国

（
夕
方
に
な
る
と
山
辺
を
去
ら
な
い
布
雲
の
よ
う
に
ど
う
し
て
仲
が
絶
え
る
こ
と
が
あ

ろ
う
、
と
言
っ
た
あ
の
子
は
、
あ
あ
）

「
安
蘇
山
葛
」
の
歌
は
譬
喩
歌
の
部
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
歌
は
表
面
的
に
は
つ
る

草
の
こ
と
し
か
う
た
っ
て
い
な
い
が
、
つ
る
草
は
あ
く
ま
で
も
比
喩
で
あ
っ
て
、
歌
の
趣
旨

は
、
二
人
の
仲
が
絶
え
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
誓
約
と
も
、
決
意
と
も
、
願
望

と
も
と
れ
る
。
作
者
の
性
別
も
決
め
手
は
な
く
、
男
女
い
ず
れ
の
歌
と
も
解
し
う
る
。

三
、「
安
蘇
」
に
つ
い
て

東
歌
に
は
、
今
回
問
題
に
し
て
い
る
上
毛
野
の
安
蘇
の
他
に
、
下
毛
野
の
安
蘇
を
よ
ん
だ

歌
が
あ
る
。
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下し
も
つ

毛け

野の

安あ

そ蘇
の
河
原
よ
石
踏
ま
ず
空
ゆ
と
来き

ぬ
よ
汝な

が
心
告の

れ
（
三
四
二
五
）
下
野

（
下
毛
野
の
安
蘇
の
河
原
を
、
石
を
踏
ま
ず
に
宙
を
飛
ぶ
よ
う
な
気
持
ち
で
や
っ
て
き

た
。
だ
か
ら
あ
な
た
も
本
当
の
気
持
ち
を
言
っ
て
ほ
し
い
）

下
野
国
に
は
安
蘇
郡
が
あ
る
の

で
、
こ
の
歌
の
安
蘇
は
下
野
国
安

蘇
郡
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
安

蘇
郡
は
現
在
の
栃
木
県
佐
野
市

で
、
群
馬
県
桐
生
市
と
境
を
接
す

る
。上

野
国
の
安
蘇
も
下
野
国
の
安

蘇
と
関
連
づ
け
る
考
え
方
が
多

い
。
か
つ
て
安
蘇
の
地
は
上
野
・

下
野
両
国
に
ま
た
が
る
よ
う
な
広

大
な
地
域
で
あ
っ
た
か
、
あ
る
い

は
、
上
野
・
下
野
の
国
境
線
が
移

動
す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
に

伴
っ
て
安
蘇
の
地
が
上
野
国
に
所

属
し
て
い
た
時
期
と
下
野
国
に
所

属
し
て
い
た
時
期
と
が
あ
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
幕
末
の
橋
本
直
香
は
次
の
よ
う
な
説
を
提
示
し
て
い
る
。

安ア

ソ蘇
は
今
甘
楽
郡
に
宇ウ

田タ

村
と
云
在
、
其
村
に
小
山
あ
り
、
今
峰
山
と
云
【
稲
荷
を

祭
て
今
寺
有
】
其
山
を
往ム
カ
シ古

よ
り
安ア

ソ蘇
岡ヲ
カ

山
と
云
ひ
来
れ
る
を
、
今
朝
岡
と
書
く
と

鈴
木
千
本
云
り
、
然サ

ら
は
宇
田
の
宇ウ

も
苧ウ

の
移
り
た
る
に
て
、
今
も
甘
楽
郡
は
、
苧ア
サ

を
多
く
作
り
、
上
野
麻
と
て
、
い
と
名
高
く
殊
に
此
宇
田
の
辺
り
多
し
と
い
へ
は

安ア

ソ蘇
は
此
辺
り
と
定
む
べ
し
【
但
し
下
に
安ア

ソ蘇
山ヤ
マ

つ
づ
ら
と
よ
め
る
安
蘇
は
箕
輪
の

ほ
と
り
を
い
ふ
と
い
へ
ば
別
か
】　　
　
　
　
　
　
　
　
（
橋
本
直
香
『
上
野
歌
解
』）

現
在
、
富
岡
市
の
貫
前
神

社
の
北
方
、
直
線
距
離
に
し

て
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り

の
と
こ
ろ
に
阿
曽
岡
公
園
が

あ
り
、
そ
こ
に
昭
和
十
一
年

（
一
九
三
六
）
に
建
て
ら
れ
た

「
安
蘇
の
真
麻
群
」
の
万
葉
歌

碑
が
あ
る
。

阿
曽
岡
公
園
は
宇
田
に
あ

る
小
高
い
方
形
の
地
で
あ
る

が
、『
上
野
歌
解
』
で
表
現
し

て
い
る
「
小
山
」
と
い
う
よ

う
な
も
の
で
は
な
い
。
貫
前

神
社
の
北
西
一
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
あ
ま
り
の
地
（
こ
こ
も
宇

田
）
に
は
山
が
あ
り
、
山
麓
に

は
神
守
寺
と
い
う
寺
も
あ
る
。

『
上
野
歌
解
』
に
い
う
「
安
蘇

岡
山
」
は
こ
ち
ら
の
方
が
相

応
し
い
よ
う
に
思
え
る
。
し

か
し
、明
治
八
年
（
一
八
七
五
）

の
太
政
官
の
通
達
を
受
け
て

編
纂
さ
れ
た
『
北
甘
楽
郡
村

誌
』
に
よ
れ
ば
、
宇
田
村
に

属
す
る
小
字
の
中
に
「
阿
曽

岡
」
が
あ
り
「
南
方
神
明
平
西
方
宿
地
北
方
権
現
堂
東
方
一
宮
町
、
東
西
二
町
八
間
南
北
二

町
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
神
明
平
」
の
項
に
は
「
村
ノ
東
方
ニ
ア
リ
、
西
方
北
方

阿
曽
岡
東
方
南
方
一
宮
町
、
…
…
」
と
あ
る
。
一
宮
町
は
貫
前
神
社
や
上
州
一
ノ
宮
駅
を
含

み
、宇
田
村
の
東
か
ら
南
に
か
け
て
位
置
す
る
地
域
で
あ
る
の
で
、こ
の
郡
村
誌
に
あ
る
「
阿

曽
岡
」
は
、
現
在
の
阿
曽
岡
公
園
付
近
と
見
て
問
題
は
な
い
。

安蘇郡の地図

阿曽岡公園の万葉歌碑 阿曽岡公園の地図
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さ
て
、「
上
毛
野
安
蘇
」
は
い
ず
れ
の
地
で
あ
ろ
う
か
。
桐
生
市
の
方
は
、
下
野
国
安
蘇

郡
が
古
代
か
ら
存
在
し
た
郡
名
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
が
、
安
蘇
と
呼
ば
れ
る
地
域
が
上
野

国
の
方
に
も
広
が
っ
て
い
た
と
か
、
安
蘇
の
地
の
所
属
が
上
野
・
下
野
両
国
間
で
変
動
し
て

い
た
と
か
い
う
こ
と
は
推
測
に
過
ぎ
ず
、
確
証
は
な
い
。
一
方
、
富
岡
市
の
方
は
、
安
蘇
岡

山
と
い
う
地
名
が
い
つ
頃
ま
で
遡
れ
る
も
の
か
手
掛
か
り
が
な
い
。
結
局
、
現
在
の
と
こ
ろ

未
詳
と
す
る
他
は
な
い
。

た
だ
、地
名「
あ
そ
」は「
あ
さ
」に
由
来
す
る
可
能
性
が
あ
る
。「
安
蘇
の
真
麻
群
」と
言
っ

た
と
き
、「（
麻
の
産
地
で
あ
る
）
安
蘇
の
、
そ
の
麻
の
束
」
と
い
う
意
味
の
連
関
が
推
測
さ

れ
る
。
荷
田
春
満
・
荷
田
信
名
の
『
万
葉
集
童
蒙
抄
』
に
、

あ
そ
は
地
名
也
。
同
じ
地
名
な
れ
共
、
ま
そ
と
云
ふ
言
を
求
め
ん
為
の
あ
そ
也
。
又

あ
そ
と
云
ふ
詞
は
あ
さ
と
云
詞
な
れ
ば
、
是
等
の
意
を
こ
め
て
読
め
る
な
る
べ
し
。

と
あ
る
の
は
首
肯
で
き
る
。

四
、「
久
路
保
の
嶺
ろ
」
の
歌
に
つ
い
て

「
阿
蘇
山
葛
」
の
歌
に
、
這
い
延
び
て
ゆ
く
つ
る
草
が
う
た
わ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
と

の
関
連
で
次
の
歌
を
取
り
上
げ
る
。

上
毛
野
久
路
保
の
嶺ね

ろ
の
葛く
ず
は葉
が
た
愛か
な

し
け
子
ら
に
い
や
離ざ
か

り
来く

も
（
三
四
一
二
）

賀か

み

つ

け

の

美
都
家
野　

久く

ろ

ほ

の

ね

ろ

の

路
保
乃
祢
呂
乃　

久く

ず

は

が

た

受
葉
我
多　

可か

な

し

け

こ

ら

に

奈
師
家
児
良
尓

伊い

や

ざ

か

り

く

も

夜
射
可
里
久
母

上
野
国
の
久
路
保
の
山
の
葛
の
葉
の
つ
る
が
分
岐
し
な
が
ら
延
び
て
ゆ
く
よ
う
に
、

愛
し
い
あ
の
娘こ

と
別
れ
て
、
ず
い
ぶ
ん
遠
く
離
れ
て
来
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
な
ぁ
。

愛
し
い
女
と
別
れ
、
そ
の
女
の
こ
と
を
ひ
た
す
ら
に
考
え
な
が
ら
歩
い
て
来
て
、
ふ
と
我

れ
に
か
え
っ
た
ら
、
随
分
遠
く
ま
で
来
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
男
は
、
あ
る
い

は
こ
れ
か
ら
防
人
と
し
て
九
州
に
赴
く
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
久く

ろ

ほ
路
保
の
嶺ね

ろ
」
は
現
在
の
ど
の
山
に
当
た
る
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
赤
城
山
、
ま

た
は
赤
城
山
の
最
高
峰
黒く
ろ

檜び

山や
ま

か
と
す
る
説
が
多
い
が
、
群
馬
県
出
身
の
土
屋
文
明
氏
は
、

「
ク
ロ
ホ
は
地
名
で
あ
ら
う
が
、何
処
か
明
か
で
な
い
。赤
城
山
の
一
峯
黒
檜
と
す
る
説
に
は
、

何
の
根
拠
も
な
い
」（『
万
葉
集
私
注
』）
と
喝
破
し
て
い
る
。
確
か
に
、「
久く

ろ

ほ
路
保
」
と
「
黒く
ろ

檜び

」
と
を
関
連
づ
け
る
説
の
根
拠
は
、
両
者
の
音
が
似
て
い
る
と
い
う
程
度
の
も
の
に
過
ぎ

な
い
。

平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
ま
で
赤
城
山
麓
に
勢
多
郡
黒
保
根
村
が
存
在
し
た
が
、
こ
の

村
は
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
、
宿
廻
・
水
沼
・
八
木
原
・
上
田
沢
・
下
田
沢
・
上

神
梅
・
下
神
梅
・
塩
沢
の
八
ヶ
村
が
合
併
し
て
成
立
し
た
も
の
で
、
黒
保
根
村
と
い
う
新
村

名
は
、
東
歌
の
「
久
路
保
の
嶺
ろ
」
が
赤
城
山
を
指
す
と
す
る
説
に
従
い
、
こ
の
歌
に
ち
な

ん
で
命
名
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
黒
保
根
村
の
村
名
は
「
久
路
保
の
嶺
ろ
」
を
考

え
る
上
で
の
参
考
に
は
な
ら
な
い
。「
ろ
」
は
「
伊
香
保
ろ
」
の
「
ろ
」
と
同
じ
く
接
尾
語
。

「
葛く
ず
は葉
が
た
」
の
「
が
た
」
は
カ
ヅ
ラ
と
同
じ
で
、
つ
る
草
の
総
称
。『
続
日
本
後
紀
』
嘉

祥
二
年
（
八
四
九
）
三
月
二
十
六
日
条
に
載
せ
る
長
歌
に
「
瓠
葛　

天
能
梯
建
」
と
い
う
一

節
が
あ
り
、「
ひ
さ
か
た
の　

あ
め
の
は
し
た
て
」
と
訓
む
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
、「
葛
」

は
「
か
た
」
と
訓
め
、
そ
し
て
「
か
た
」
に
は
「
葛か
づ
ら」

の
意
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ク

ズ
は
山
野
に
自
生
す
る
ま
め
科
の
多
年
生
つ
る
草
で
、
つ
る
が
伸
び
て
広
範
囲
を
埋
め
る
よ

う
に
繁
茂
す
る
。
葛
の
つ
る
が
分
岐
し
な
が
ら
別
れ
別
れ
に
そ
れ
ぞ
れ
延
び
て
ゆ
く
こ
と
か

ら
、
こ
こ
ま
で
が
序
詞
と
し
て
「
い
や
離ざ
か

り
」
に
か
か
る
。「
愛か
な

し
け
」
は
「
愛か
な

し
」
の
連

体
形
「
愛か
な

し
き
」
の
東
国
方
言
形
。
東
歌
に
七
例
（
上
野
一
首
、
未
勘
国
六
首
）、
常
陸
国

防
人
歌
に
一
例
見
え
る
。
そ
の
う
ち
の
二
例
を
示
す
。

・
苗な

は

代し
ろ

の
小こ

水な

葱ぎ

が
花
を
衣き
ぬ

に
摺す

り
馴な

る
る
ま
に
ま
に
何あ
ぜ

か
愛か
な

し
け

（
三
五
七
六
）
未
勘
国
東
歌

（
苗
代
の
コ
ナ
ギ
の
花
を
衣
に
擦
り
つ
け
て
染
め
、
着
慣
れ
る
に
つ
れ
て
愛
着
が
増
す

よ
う
に
、
ど
う
し
て
こ
の
娘
は
馴
れ
る
に
つ
れ
て
こ
ん
な
に
か
わ
い
い
の
だ
ろ
う
）

・
筑つ
く

波は

嶺ね

の
さ
百ゆ

る合
の
花
の
夜ゆ

床と
こ

に
も
愛か
な

し
け
妹
ぞ
昼
も
愛
し
け（

四
三
六
九
）
常
陸
防
人

（
筑
波
山
の
百
合
の
花
の
よ
う
に
、
夜
の
床
で
も
い
と
し
い
妻
は
、
昼
も
い
と
し
い
）
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群馬県教育文化事業団　INFORMATION
第60回記念 群馬県写真展覧会
10月7日（日）〜14日（日）
10：00−17：00（最終日は15：30）

群馬県庁県民ホール
自然・風景・ネイチャー・ヤング各部
門の一般公募の入賞・入選作品及び
委嘱作家の作品を展示します。

第63回 群馬県美術展覧会
11月18日（日）〜27日（火）
9：00−17：00（入館は16：30まで）

群馬県立近代美術館
日本画・洋画・彫刻・工芸各部門の一般
公募の入賞・入選作品及び群馬県美術
会会員・準会員の作品を展示します。

第58回 群馬県茶道会
11月4日（日）
10：00−15：00

太田市社会教育総合センター
県内茶道各流派が一堂に会し、お手
前や呈茶を披露します。高校生のお
手前も披露されます。

平成24年度伝統文化継承連携事業
（平成 24 年文化庁「文化遺産を活かした観光振興・地域活性化事業）

【実施日】平成 24 年　9 月 29 日（土）、10 月 27 日（土）、11月10 日（土）、24 日（土）、12 月 8 日（土）、22 日（土）
平成 25 年　1月12 日（土）、26 日（土）　計 8 回

【実施時間】午後 6 時〜 9 時　　　【会場】八城西住民センター（安中市松井田町八城 170）
【講師】八城人形浄瑠璃城若座（代表 原田徳四郎）
【対象】安中市周辺地域を中心とする群馬県在住の18 歳以上の方

① 伝統芸能である人形浄瑠璃に関心のある方
② ボランティアとして伝統芸能である人形芝居の普及、継承に意欲がある方
③ 上記の日程で開催される稽古に参加できる方

【募集定員】10 名程度　　　【参加費】無料
【申込方法】ファックス・ハガキにて、氏名・住所・年齢・電話番号

「八城人形芝居教室希望」とご記入の上お申し込みください。

八城人形芝居教室　参加者募集

平成24年度伝統文化継承連携事業
（平成 24 年文化庁「文化遺産を活かした観光振興・地域活性化事業）

【日時】平成 24 年 11月 4 日（日）　10：00 〜15：00　　　【会場】横室会館（前橋市富士見町横室 561-1）
◇	歌舞伎衣裳展示　平成23年度伝統文化庁文化遺産を活かした観光振興・地域活性化事業、平成23伝統文化継承連携事

業−地域の文化遺産調査研究事業「横室歌舞伎衣裳調査」で高い価値を評価された衣裳を展示します。
◇	歌舞伎衣裳体験　市川鏡十朗社中（代表 山畠玲子）による歌舞伎の化粧、鬘、着付けを体験する。入場料は無料。
	 着付けの体験は事前に申込みが必要です（定員：午前・午後各3名）。

【着付けを体験申込み方法】
往復はがき（往診裏面に住所・氏名・性別・年齢・電話番号、午前または午後の希望、返信表面に郵便番号・住所・氏名を
明記）で申し込む。【申込締切】10月20日（土）（申込者が多数の場合は先着順）

歌舞伎衣裳展示と歌舞伎衣裳体験

【入場料】大人 2,000 円　学生1,000（小学生〜大学生）
・	 未就学児のご入場はご遠慮ください。
・	 託児サービスあり（要予約 1名 500 円）
・	 駐車場には限りがあります。できるだけ電車、バス等の公共交通

機関をご利用のうえご来場ください。当館駐車場が満車の場合
は、市営パーク城東（有料）をご利用ください。

【お申し込み】発売中　窓口・インターネット・電話でお申し込みください。
【チケットの受取り・支払い】

・	 当館窓口の場合▶予約日から 2 週間以内にご来館ください。
・	 郵送の場合▶代金引換えにて郵送します。送料・代金引換手数料

はお客様負担となります。
・	 インターネット販売の場合▶公演当日に引換可能です。銀行振込

にてお支払いください。手数料はお客様負担となります。

目で観る音楽
　　−ヴィヴァルディ四季−

プログラム
W.A.モーツァルト
ディヴェルティメント へ長調 K.138

J.Sバッハ
2本のヴァイオリンのための協奏曲 ニ短調 BWV1060

ヴィヴァルディ
《和声と創意への試み》ヴァイオリン協奏曲集「四季」全曲

ヴァイオリン：フェデリーコ・アゴスティーニ
ヴァイオリン：長岡聡季
室内オーケストラ：カメラータ ジオン
映像・演出：田村吾郎

2012 年10月5日（金）
18：30／開場　19：00／開演　全席自由

ベイシア文化ホール　大ホール
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昭
和
四
十
五
年
と
記
憶
し
て
い
ま
す
が

「
東
京
か
ら
先
生
が
民
謡
指
導
に
来
て
い
る

か
ら
来
な
い
か
本
式
に
指
導
し
て
く
れ
る

よ
」
と
友
人
に
誘
わ
れ
た
の
で
下
手
の
横
好

き
か
ら
早
速
訪
ね
て
み
ま
し
た
。
場
所
は
市

内
の
楽
器
店
の
三
階
で
、
先
生
は
三
十
歳
前

の
若
い
男
性
で
こ
れ
が
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
専

属
民
謡
歌
手
大
塚
文
雄
先
生
と
の
出
会
い
で

し
た
。

何
を
習
い
た
い
か
聞
か
れ
、
斉
太
郎
節
を

と
答
え
ま
し
た
。
そ
の
時
は
二
、三
曲
覚
え

れ
ば
宴
会
に
も
困
ら
な
い
だ
ろ
う
と
気
軽
な

気
持
ち
で
始
め
た
の
が
も
う
四
十
余
年
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
民
謡
の
魅
力
は
大
し
た
も

の
で
す
。
教
え
方
は
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
、
最

初
先
生
が
歌
っ
て
み
せ
先
ず
息
つ
ぎ
の
個
所

を
教
え
次
に
一
緒
に
歌
い
悪
い
と
こ
ろ
を
直

さ
れ
て
何
度
も
歌
う
の
繰
り
返
し
で
す
が
音

域
の
鈍
い
私
に
は
、
な
か
な
か
簡
単
に
は
覚

え
ら
れ
ず
更
に
節
は
覚
え
て
も
そ
れ
は
序
の

口
で
そ
れ
か
ら
が
大
変
、
民
謡
の
味
は
な
か

な
か
出
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

か
く
す
る
う
ち
に
東
京
に
は
文
雄
会
と
い

う
先
生
の
会
が
あ
り
沼
田
も
支
部
を
作
ろ
う

と
の
機
運
が
盛
り
上
が
り
、
昭
和
五
十
一
年

一
月
を
期
し
て
皆
に
呼
び
か
け
て
沼
田
支
部

が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の
時
様
々
な
資
料
か

ら
拾
い
集
め
て
三
十
人
程
の
人
達
に
呼
び
か

け
た
と
こ
ろ
会
議
か
ら
祝
宴
に
移
っ
て
か
ら

一
人
増
え
二
人
増
え
遂
に
四
十
六
人
が
加
入

し
勢
い
と
は
凄
い
も
の
だ
と
つ
く
づ
く
感
じ

ま
し
た
。

だ
が
人
数
が
増
え
る
と
会
場
問
題
が
生
じ

て
き
ま
し
た
。
当
時
は
若
い
人
が
多
く
稽
古

の
時
間
が
夜
に
集
中
す
る
の
と
日
程
が
中
々

決
ま
ら
ぬ
事
か
ら
と
り
あ
え
ず
私
の
会
社
作

業
場
の
二
階
の
大
部
屋
を
稽
古
場
と
し
て
使

用
す
る
事
と
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
つ
い
に

三
十
八
年
の
歳
月
が
経
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

民
謡
を
初
め
て
感
じ
た
事
が
幾
つ
か
あ
り

ま
す
。
先
ず
日
本
に
は
素
晴
ら
し
い
唄
が
限

り
な
く
あ
る
と
い
う
事
実
で
し
た
。
し
か
も

そ
の
唄
は
名
の
あ
る
作
者
が
作
っ
た
も
の
で

は
な
く
、
誰
が
歌
い
始
め
た
か
わ
か
ら
ぬ
ま

ま
自
然
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
と

い
う
か
ら
尚
素
晴
ら
し
い
。
正
に
芸
術
芸
能

の
究
極
の
も
の
と
言
え
ま
す
。
天
地
自
然
か

ら
生
ま
れ
た
も
の
と
も
言
え
ま
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
天
地
自
然
を
よ
ん
だ
唄
、
山
の
唄
、

海
の
唄
、
労
働
の
唄
、
生
活
の
唄
、
農
耕
の

唄
、
漁
の
唄
、
山
越
え
の
唄
や
川
下
り
の
唄
、

等
々
、
中
で
も
地
名
等
の
出
て
く
る
唄
等
々
。

正
に
芸
術
芸
能
ば
か
り
で
な
く
生
活
文
化
全

般
に
渡
っ
て
い
ま
す
。

北
海
道
の
北
海
鱈
釣
り
唄
の
一
部
で
す
。

上か
み

で
言
う
な
ら
神
威
の
岬
よ

次
に
美
国
に
丸
山
岬

下
で
言
う
な
ら
オ
タ
モ
イ
様
よ

登
り
一
丁
に
下
り
も
一
丁

都
合
あ
わ
せ
て
二
丁
の
山
よ

お
り
と
お
り
と
に
参
詣
致
し

参
詣
致
し
た
そ
の
折
か
ら
は

お
さ
ご
ま
い
て
は
相
手
た
た
く

わ
た
し
の
願
い
を
叶
う
た
な
ら
ば

　
　
　
　
　
　
　
（
囃
子
省
略
）

場
所
は
北
海
道
半
島
部
の
日
本
海
へ
斜
め

に
突
き
出
し
た
積
丹
半
島
の
突
端
の
神
威
岬

か
ら
始
ま
っ
て
海
岸
線
を
東
進
す
る
と
美
国
、

更
に
東
進
す
る
と
丸
山
岬
と
な
り
又
小
樽
に

近
く
オ
モ
タ
イ
様
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
後

の
二
番
で
は
更
に
厚
苫
を
通
り
雄
冬
岬
を
目

指
し
て
行
く
と
唄
っ
て
い
ま
す
。
恐
ら
く
漁

師
の
間
で
は
大
切
な
漁
場
が
そ
の
ま
ま
唄
わ

れ
て
い
る
事
か
ら
民
謡
が
生
活
に
密
着
し
て

い
る
証
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

沼田市文化協会会長

木　下　進

地
域
文
化
を
つ
な
ぐ

民
謡
に
魅
せ
ら
れ
て
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絵
を
描
く
事
、
そ
れ
は
私
に
と
っ
て
ご
く
自
然
な
行
為
で
、
何
の

違
和
感
も
無
く
お
こ
な
わ
れ
る
。

た
ぶ
ん
、
自
然
に
そ
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
、
対
象
を
見
て
そ
れ
を

絵
描
く
と
い
う
の
で
は
な
く
、
自
分
の
内
面
か
ら
日
々
の
感
情
か
ら

湧
き
上
が
る
様
に
現
れ
て
く
る
の
だ
。

そ
れ
は
激
し
く
溢
れ
出
す
の
で
は
な
く
、
ふ
つ
ふ
つ
と
少
し
づ
つ
、

葉
を
つ
た
う
雫
の
様
に
、
湧
き
出
で
る
様
に
溢
れ
出
す
。

勿
論
、
生
活
の
中
で
出
口
の
な
い
儘
に
消
え
て
い
く
も
の
も
た
く

さ
ん
あ
る
。

何
か
を
生
み
出
す
事
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
、
そ
れ
に
向
か
う
時

間
も
勿
論
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

し
か
し
同
時
に
そ
れ
は
私
に
と
っ
て
癒
や
し
で
も
あ
り
、
欲
求
に

近
い
衝
動
で
も
あ
る
の
だ
。
私
の
枕
元
に
は
小
さ
な
ノ
ー
ト
が
置
い

て
あ
り
、
気
分
に
ま
か
せ
て
、
手
の
動
く
ま
ま
に
、
絵
や
言
葉
が
書

き
留
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
一
つ
の
絵
と
呼
べ
る
も
の
で
は
無
く
、
幾
つ
も
の
線
が

重
な
っ
た
だ
け
の
落
書
き
で
、
ち
い
さ
な
人
や
ど
う
ぶ
つ
、
形
に
な

ら
な
い
曲
が
っ
た
人
物
が
動
き
、
弛
ま
ず
変
化
し
な
が
ら
そ
こ
に
在

る
、
そ
れ
は
ま
る
で
、
上
手
く
伝
え
ら
れ
な
い
言
葉
の
様
に
、
何
度

も
、
何
度
も
、
現
れ
る
度
に
形
を
は
っ
き
り
表
し
て
く
る
。

身
を
乗
り
出
し
て
、
私
が
絵
を
描
く
の
を
興
味
深
そ
う
に
見
て
い

て
く
れ
る
子
、
絵
の
具
に
興
味
深
々
で
自
分
も
絵
が
描
き
た
い
と
絵

を
描
い
て
み
せ
て
く
れ
る
子
、「
見
た
い
」
と
親
の
手
を
ひ
い
て

子
供
達
が
集
ま
っ
て
く
れ
る
の
で
、
最
初
は
絵
を
描
く
私
の
後
ろ

を
人
び
と
が
素
通
り
し
て
行
く
だ
け
だ
っ
た
が
、
し
だ
い
に
取
り
囲

む
様
に
人
集
り
が
出
来
て
く
る
。
見
て
く
れ
る
方
と
話
を
し
な
が
ら

作
品
を
作
り
、
似
顔
絵
を
描
い
た
り
す
る
の
は
と
て
も
楽
し
い
。

学
校
で
絵
画
を
勉
強
し
て
い
た
学
生
の
頃
に
、
前
橋
市
が
主
催
し

た
「
風
の
国
芸
術
祭
」
と
い
う
芸
術
と
音
楽
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
似
顔
絵
描
き
を
行
っ
た
。

私
は
ま
だ
学
生
で
、
勉
強
を
さ
せ
て
も
ら
う
気
持
ち
だ
っ
た
の

で
無
料
で
、
模
索
し
な
が
ら
の
初
め
て
の
体
験
で
あ
っ
た
が
、
絵
を

も
ら
っ
た
人
々
か
ら
と
て
も
喜
ん
で
も
ら
え
、
子
供
達
も
「
絵
を
描

い
て
も
ら
う
の
は
初
め
て
だ
か
ら
今
日
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
と

言
っ
て
喜
ん
で
く
れ
た
。

絵
を
見
せ
る
と
言
う
と
ど
う
し
て
も
出
来
上
が
っ
た
作
品
を
壁
に

掛
け
て
見
て
回
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
が
、
作
者
と
見
る

側
が
同
じ
場
所
で
、
共
に
楽
し
む
、
話
を
し
な
が
ら
、
作
り
な
が
ら

の
気
持
ち
、
見
な
が
ら
感
じ
た
事
を
共
に
話
し
な
が
ら
見
せ
て
い
く
、

こ
ん
な
絵
の
見
せ
方
も
あ
る
の
だ
と
目
か
ら
鱗
の
思
い
が
し
た
。

絵
は
と
も
す
る
と
交
流
を
し
な
が
ら
騒
ぎ
な
が
ら
作
り
上
げ
る

と
い
う
の
は
な
か
な
か
不
可
能
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
が
、

こ
う
い
う
ス
タ
イ
ル
も
ま
た
、
可
能
な
の
だ
と
、
私
の
作
品
発
表
の

ス
タ
イ
ル
の
出
発
点
と
な
っ
た
。

高
崎
市
に
思
い
出
深
い
美
術
館
が
あ
る
。

「
山
田
か
ま
ち
美
術
館
」
美
術
館
と
言
っ
て
も
少
し
特
異
な
、
絵

と
言
葉
で
一
人
の
少
年
の
人
生
を
綴
っ
た
も
の
だ
。

中
学
生
の
頃
、
私
は
自
殺
を
考
え
た
事
が
あ
る
。
ず
い
ぶ
ん
物

騒
な
話
で
は
あ
る
が
、
友
達
と
喧
嘩
を
し
た
事
が
発
端
で
、
学
校
で

孤
立
し
て
し
ま
っ
た
。
私
と
彼
女
の
友
達
と
は
か
ぶ
っ
て
い
た
の
で
、

私
が
絵
を
描
く
こ
と

矢
島 

な
る
え

そ
う
、
私
の
絵
は
内
面
の
象
徴
。
心
の
代
弁
者
。

展
示
さ
れ
た
作
品
を
見
た
方
が
、「
一
つ
、
一
つ
ま
る
で
違
う
別

の
絵
な
の
に
全
て
に
作
者
さ
ん
が
居
る
よ
う
で
す
ね
。」
と
、
言
わ

れ
た
。

そ
ん
な
風
に
見
え
る
の
か
と
少
し
驚
い
た
が
、
形
を
変
え
て
表
れ

た
私
自
身
な
の
だ
か
ら
、
ま
た
然
り
な
の
だ
ろ
う
。

白
い
紙
を
広
げ
て
即
興
で
絵
を
描
い
て
い
る
と
、
い
つ
だ
っ
て

ま
っ
先
に
足
を
留
め
る
の
は
小
さ
な
子
供
達
だ
。

「
何
？
何
？
何
し
て
る
の
？
」「
何
が
で
き
る
の
？
」
絵
を
描
い
て

い
る
後
ろ
を
行
っ
た
り
来
た
り
、
興
味
深
々
の
眼
差
し
を
向
け
て
来

る
。絵

が
出
来
上
が
っ
て
く
る
様
子
を
立
ち
ど
ま
っ
て
ず
っ
と
見
て
い

て
く
れ
る
。

絵
描
か
れ
た
人
物
を
指
差
し
て
「
こ
れ
は
誰
？
」「
自
分
を
描
い

て
る
の
？
」「
悲
し
そ
う
な
顔
を
し
て
い
る
の
？
」「
次
は
何
を
描
く

の
？
」
子
供
達
は
敏
感
に
絵
の
中
の
人
物
と
向
き
合
い
、
知
ら
な
い

友
達
が
現
れ
た
か
の
様
に
絵
の
中
の
世
界
を
知
り
た
そ
う
に
訊
い
て

く
る
。

そ
の
物
の
捉
え
方
、
敏
感
さ
に
は
こ
ち
ら
が
、
は
っ
と
、
驚
か
さ

れ
答
え
に
困
っ
て
し
ま
う
事
も
あ
る
の
だ
が
、
子
供
達
と
話
を
し
な

が
ら
、時
に
「
何
で
？
」「
ど
う
し
て
？
」
と
質
問
攻
め
に
あ
い
な
が
ら
、

私
は
彼
ら
の
感
性
に
認
め
ら
れ
て
い
る
事
を
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て

い
る
。
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昨
日
ま
で
仲
良
く
話
を
し
て
い
た
人
が
今
日
は
私
の
悪
口
を
言
う
側

に
回
っ
て
い
る
、
後
ろ
を
通
る
度
に
ワ
ザ
と
息
を
止
め
て
通
っ
て
行

く
よ
う
に
な
る
。
先
生
も
、
逃
げ
て
行
く
人
、
親
身
に
な
っ
て
く
れ

る
人
と
様
々
だ
っ
た
。
今
ま
で
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
場
所
が
急
に

気
の
抜
け
な
い
場
所
に
変
わ
っ
て
し
ま
い
、
人
は
こ
ん
な
に
す
ぐ
に

態
度
を
変
え
て
し
ま
う
の
か
と
愕
然
と
し
、
本
当
に
辛
か
っ
た
。

と
に
か
く
、
逃
げ
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
、
私
は
、
こ
っ
そ

り
バ
ス
タ
オ
ル
に
く
る
ん
で
包
丁
を
も
ち
だ
し
た
。
も
う
、
死
ん
で

し
ま
お
う
と
、
身
体
に
押
し
付
け
て
見
る
が
皮
膚
を
に
跡
が
つ
く
ば

か
り
で
な
か
な
か
思
い
き
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

自
分
に
向
け
た
刃
に
え
い
と
力
を
込
め
る
に
は
、
よ
ほ
ど
の
勇
気

と
そ
れ
に
勢
い
が
無
け
れ
ば
そ
う
そ
う
に
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。

人
が
一
人
の
死
ぬ
と
い
う
の
は
な
ん
て
難
し
い
こ
と
な
の
だ
ろ
う

か
。最

近
の
ニ
ュ
ー
ス
で
幼
い
子
供
達
が
自
殺
し
て
し
ま
う
と
、
彼
ら

の
お
っ
た
苦
し
み
を
、
そ
こ
ま
で
追
い
詰
め
た
辛
さ
の
大
き
さ
思
う

と
い
た
た
ま
れ
な
く
な
る
。 

あ
と
ひ
と
呼
吸
、
ひ
と
呼
吸
と
し
て
い
る
う
ち
に
父
と
母
に
見
つ

か
り
揉
み
合
い
に
な
っ
た
。 

包
丁
の
刃
も
柄
も
関
係
無
く
つ
か
ん

で
く
る
両
親
の
力
強
さ
に
涙
が
で
た
。

人
は
生
ま
れ
て
く
る
場
所
を
選
べ
な
い
と
言
う
が
、
私
は
こ
の
二

人
が
私
の
両
親
と
し
て
私
の
人
生
に
与
え
ら
れ
て
い
る
事
が
た
ま
ら

な
く
有
難
か
っ
た
。
全
て
に
対
し
無
償
で
慈
し
み
愛
情
を
注
い
で
く

れ
る
。
何
の
見
返
り
を
求
め
る
こ
と
も
無
く
、
時
に
感
謝
を
さ
れ
ず

と
も
。
そ
れ
が
無
償
で
あ
る
か
ら
こ
そ
尊
い
の
だ
。

そ
れ
か
ら
、
父
親
が
平
日
に
休
み
を
と
り
、
一
緒
に
出
か
け
よ
う

と
連
れ
て
行
か
れ
た
先
が
か
ま
ち
美
術
館
だ
っ
た
。

父
と
同
じ
生
ま
れ
、
同
じ
街
で
高
校
生
活
を
お
く
っ
て
い
た
山
田

か
ま
ち
。
美
術
館
の
な
か
の
絵
や
詩
は
い
つ
ま
で
も
十
七
歳
の
ま
ま

時
が
と
ま
っ
て
る
が
絶
え
ず
吐
き
出
さ
れ
語
り
か
け
る
様
な
激
し
さ

に
満
ち
て
い
た
。

館
内
の
階
段
を
降
り
な
が
ら
、
そ
こ
に
置
か
れ
た
望
遠
鏡
が
目
に

留
ま
っ
た
。
彼
は
そ
れ
で
夜
な
夜
な
星
を
見
て
い
た
の
だ
と
い
う
。

世
界
は
広
い
。

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
が
学
校
に
行
っ
て
い
る
時
間
に
私
は
出
か
け
て
い

る
。
そ
う
、
び
く
び
く
し
て
い
た
私
だ
っ
た
が
、
た
っ
た
こ
こ
ま
で

の
道
の
り
で
知
っ
て
い
る
人
に
は
誰
ひ
と
り
も
会
わ
な
か
っ
た
。

私
の
世
界
は
な
ん
て
狭
い
の
だ
ろ
う
、
そ
こ
に
居
る
人
も
ご
く
わ

ず
か
だ
。
そ
ん
な
小
さ
な
世
界
が
ま
る
で
世
界
の
全
て
の
様
に
、
何

が
辛
い
誰
が
嫌
だ
と
言
っ
て
い
る
自
分
が
と
て
も
小
さ
く
思
え
た
。

状
況
は
直
ぐ
に
は
変
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
視
点
は
明
ら
か

に
変
わ
っ
て
い
た
。
ひ
と
つ
の
現
象
も
見
方
を
変
え
る
だ
け
で
受
け

取
り
方
も
か
わ
っ
て
く
る
。 

一
つ
の
世
界
で
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
し
て
も
、
け
し
て
そ
こ
が

全
て
で
は
な
い
。

自
分
が
変
わ
り
、
思
い
を
変
え
て
、
行
動
を
す
れ
ば
、
少
し
づ
つ
、

周
り
が
変
わ
っ
て
来
る
の
だ
。

一
年
後
、
私
は
描
き
溜
め
た
作
品
を
持
っ
て
都
内
の
出
版
社
に
向

か
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
初
め
て
絵
を
使
っ
て
も
ら
う
機
会
に
め
ぐ

ま
れ
た
。

東
京
の
高
く
そ
び
え
る
ビ
ル
街
に
立
ち
、
そ
こ
は
見
渡
す
限
り
の

街
と
空
。
山
が
無
い
じ
ゃ
な
い
か
‼

と
思
っ
た
。
群
馬
に
居
れ
ば
何
処
か
ら
で
も
そ
び
え
る
山
々
が
見

え
る
。
学
生
の
頃
早
く
越
え
た
い
と
思
っ
て
い
た
山
々
だ
が
、
群
馬

に
生
ま
れ
育
っ
た
と
い
う
こ
と
は
知
ら
ず
知
ら
ず
に
風
土
が
深
く
染

み
付
い
て
い
る
の
だ
と
思
っ
た
。

似
顔
絵
で
子
供
達
を
描
く
時
、
元
気
な
子
、
色
々
話
を
し
て
く
れ

る
子
、
内
気
そ
う
に
う
つ
む
い
つ
い
る
子
、
み
な
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性

が
あ
る
、
そ
し
て
、
絵
の
中
で
は
み
な
こ
の
時
が
主
人
公
だ
、
こ
の

子
た
ち
も
い
か
に
慈
し
ま
れ
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
、
ど
の
親
子
も

肩
を
寄
せ
合
い
く
っ
つ
い
て
絵
の
出
来
上
が
る
の
を
待
っ
て
い
て
く

れ
る
。
恋
人
た
ち
は
視
線
を
交
わ
し
合
い
、
一
緒
に
過
ご
す
時
間
を

楽
し
ん
で
い
る
。
そ
し
て
決
ま
っ
て
二
人
が
似
て
い
る
の
だ
。

私
は
雰
囲
気
を
描
き
な
が
ら
い
つ
も
ほ
ほ
え
ま
し
く
そ
ん
な
光
景

を
み
て
い
る
。

芸
術
は
あ
る
人
に
と
っ
て
は
無
意
味
無
価
値
な
金
の
か
か
る
趣
味

程
度
に
思
わ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
、
し
か
し
、
お
金
で
は
置
き

換
え
ら
れ
な
い
く
ら
い
時
に
心
の
支
え
と
な
り
あ
る
い
は
楽
し
く
さ

せ
て
く
れ
る
場
合
も
あ
る
。

あ
れ
か
ら
ち
ょ
う
ど
倍
の
年
月
が
経
過
し
、
私
は
倍
の
年
に
な
っ

た
。
ま
だ
一
人
前
と
し
て
立
っ
て
い
る
と
は
と
て
も
い
い
が
た
い
。

奇
し
く
も
人
生
で
一
つ
の
愛
が
去
り
、
見
返
り
を
求
め
ず
に
愛
す

る
事
の
難
し
さ
を
感
じ
た
。
両
親
に
対
し
て
は
ま
だ
ま
だ
迷
惑
を
か

け
通
し
で
あ
る
が
心
に
響
く
一
説
が
あ
る
。

「
君
は
ど
う
し
て
答
え
ゆ
く
の
か
」
と
。 

矢島 なるえ
Yajima nalue

1982 年 群馬県出身▶ 1998
年 「日曜研究家」( 扶桑社、
日 曜 研 究 社 )vol.13, 14 に て
目次口絵を描く。▶ 2002 年 
風の国芸術祭（前橋市）▶
に参加し子供達の似顔絵を
描く。以降、県内外のイベ
ントにて即興のイベントと
似顔絵描きを行うようにな
る。▶ 2010 年 イベントの
ライブペイント中にスカウ
トを受け以降ウェディング
ウェルカムボードの制作を
行うようになる。▶ 2011 年
よりグループ展「どじんじ
ん」に参加。定期的に開催。
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自然環境調査からみた群馬の湿原と植物

大 峰 沼 湿 原
群馬県尾瀬保護専門委員　 片  野  光  一 　

レストラン　伊万利ダイン

みなかみ町の大峰山の山腹（海抜 1,000m）には、周囲約１km の大峰沼があり、沼の中に水面によって隔てら
れた大小 10 数箇所の湿原（合計約１ha）がある。湿原は、沼の水位変動に伴って上下動するいわゆる「浮島」
となっており、最大で厚さ約８mの軟らかい泥炭層が堆積している。このような、全体が沼に浮かぶ湿原は珍しく、
筆者はほかに福島県会津美里町の「蓋沼」しか知らない。なお、大峰沼と湿原は、1952 年に「大峰山浮島及湿
原群落」として県の天然記念物に、1977 年に県の自然環境保全地域に指定されている。

大峰沼は 1980 年代中頃から沼底堆積物の浮き上がりなど景観の悪化が問題となり、筆者らは県の委託を受け
て 1988 年～ 2003 年にかけて沼と湿原の調査を行った。この調査の中で、様々な説の出ていた大峰沼湿原の成因
などについて、明らかになったことがある。

【大峰沼の状態】調査時の大峰沼は、ほぼ全面にジュンサイが繁茂し、いたるところにその根茎などからなる沼
底堆積物が浮き上がっていた。このため、水深の測定は、海釣り用の錘を巻尺の先端につけ、ゆっくり降下させ
て水面下の堆積物の状態を確認しながら行うなど工夫をした。この結果、沼のほとんどの部分が沼底堆積物の浮
き上がりのため水の層をはさむ二重底になっていること、沼の最も深い部分は４m 近くの水深があることのほか、
沼底の様子などから次に述べる湿原の成因についてのヒントを得ることができた。
【湿原の成因】大峰沼湿原は、地滑りでできた凹地の湧水をもとに形成された沼沢化型の湿原で、湿原が次第に
周辺に拡大していったものである。湿原ができはじめた頃（6,000 年前頃？）には現在のような沼はなく（湿原
の南東側部分に小さな沼があった可能性はある）、溜め池として利用するために堰堤を築き水位を上げた際、湿
原の泥炭層が間に水の層をはさむかたちで浮き上がり、現在のような大峰沼の状況が作られた。溜め池とされた
時期は明らかでないが、鎌倉時代に用水路を開き沼に手を入れたという地元の談話がある。なお、沼の東側にあ
る二つの石の祠（水神様）のうちの一つには文化２年（1805 年）と刻まれており、これ以前から利用されてい
たことがわかる。また、過去の湿原のボーリング調査の結果から、1.5 ～３m 程度の水位上昇があった可能性が
考えられる。普通、自然状態の小規模な沼沢化型の湿原では、池塘が埋積する以外は泥炭層中に水の層が含まれ
ることはない。おそらく、過去の堰堤改修に伴って何度かにわたって水位が上げられたと考えられる。さらに、
水深の測定や湿原の形などから、水位上昇に伴って湿原が浮き上がったことが原因となり湿原の一部に分離と移
動が起こった（湿原ＡからＢとＣが分離・移動）が、沼が浅かったことなどからわずかな移動にとどまったこと
もわかった。

大峰沼湿原は湿原への立入が禁止されているため、観察には双眼鏡があると便利である。 
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◇	なでしこジャパンの活躍は、本当に
さわやかな感動を与えてくれる。

　　これも新しい日本の文化と言えるの
だろうか。

　　ロンドンオリンピックでのメダル獲
得は、まさに「継続は力なり」といっ
た素晴らしさを感じた。

（ＮＨ）

◇	本誌希望の方は、送料（140 円 × 希
望回数分の切手）を添えてお申し込
み下さい。また、ご要望ご意見等も
お寄せください。
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